
計算書類に対する注記 (社会福祉法人 光美会)

1.継統事業の前提に関する注記

該当なし

2.重要な会計方針
(1)貯蔵品の評価方法 総平均法によつている。
(2)引 当金の計上基準

①退職給与引当金の計上基準 期末退職金要支給額 (約定給付額から被共済職員個人が拠出した掛金累計額を控除した金額)を計上してい

る。

②徴収不能引当金の計上基準 金銭債権の貸側に備え、当該徴収不能見込み額を計上している。

③賞与引当金の計上基準 職員に支給する賞与のうち、当該会計年度の負担に属する額を見積り、賞与引当金として計上する。

(3)減価償却資産の償却方法

①建物、建物附属設備、構築物、車輌運搬具、器具備品 平成19年3月 31日 以前に取得したものについては旧定額法、平成19年 4月 1日 以後

に取得したものについては、定額法によつている。

3.重要な会計方針の変更

該当なし

4,法人で採用する退職給付制度
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 退職共済制度

5,法人が作成する計算書類と拠1点区分、サービス区分

当法人の作成する財務諸表は、以下のとおりになっている。

(1)法人全体の財務諸表 (第 1号の 1様式、第 2号の 1様式、第 3号の 1様式)

(2)事業区分別内訳表 (第 1号の 2様式、第 2号の 2様式、第 3号の 2様式)

(3)社会福祉事業における拠点区分別内訳表 (第 1号の3様式、第 2号の 3様式、第 3号の 3様式)

(4)公益事業における拠点区分別内″尺表 (第 1号の 1様式、第 2号の 3様式、第 3号の 3様式)

(5)各拠点区分におけるサービス区分の内容

①社会福祉事業区分

ア)人生の里 拠′点区分
イ.法人本部
口.老人デイサービスセンター 人生の里
イ)富岡町高齢者等サポー トセンターいずみ 拠点区分
イ 老人デイサービスセンター
ウ)広野町特別養護老人ホーム 花ぶさ苑 拠点区分
イ.特別養護老人ホーム

エ)富岡町共生型サポー ト拠点施設 桜の園 拠点区分
イ.特別養護老人ホーム
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(単位 :円 )

②公益事業区分

ア)人生の里 拠′煮区分
イ.居宅介護支援事業 人生の里
イ)富岡町高齢者等サポー トセンターいずみ

口.地域交流サロン

ウ)富岡町共生型サポー ト拠点施設 桜の園
イ トータルサポー トセンターとみおか

拠点区分

拠点区分

6.基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

7 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

8 担保に供している資産
担保に供されている資産は以下のとおりである。

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

34,874,000 34,874,000

78,174,665 3,770,171 74,404j494

合計 113,048,665 3,770,171 109,278,494



土地 (基本財産)

建物 (基本財産)

34,874,000円

74,404,494円

訓・ 109,278,494円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金 7, 380,000円

計

9.有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

10 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

7,380,000円

(単位 :円 )

(単位 :円 )

11,満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

12.関連当事者との取引の内容
該当なし

13 重要な偶発債務
該当なし

14.重要な後発事象
該当なし

15.合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け
該当なし

16 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

富岡町高齢者等サポー トセンターいずみ (老人デイサービスセンター)を令和 5年 6月 30日 をもつて閉鎖。

取得価額 減価償封1累計額 当期末残高

建物 (基本財産) 251,873,476 177,468,982 74,404,494

建物 12,205,557 7,585,903 4,619,654

構築物 2,387,580 1,300,333 1,087,247

車輌運搬具 6,179,985 2,035,660 4,144,325

器具及び備品 61,046,988 49,859,405 11,187,588

有形リース資産 53,925,980 23,972,683 29,953,297

合計 387,619,566 262,222,96G 125,396,600

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当翔末残高

事業未収金 64,925,567 1,947,028 62,978,539

合計 64,925,567 1,947,023 62,978,539



丹町糸氏2

計算書類に対する注記 (人生の里)

1.重要な会計方針

(1)貯蔵品の評価方法 総平均法によつている。
(2)引当金の計上基準
①退職給与引当金の計上基準 期末退職金要支給額 (約定給付額から被共済職員個人が拠出した掛金累計額を控除した金額)を計上してい

る。

②徴収不能引当金の計上基準 金銭債権の貸倒に備え、当該徴収不能見込み額を計上している。

(3)減価償却資産の償却方法

①建物、建物附属設備、構築物、車輌運搬具、器具備品 平成19年 3月 31日 以前に取得したものについては旧定額法、平成19年 4月 1日 以後

に取得したものについては、定額法によつている。

2 重要な会計方針の変更
該当なし

3 採用する退職給付制度
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 退職共済制度

4 拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において、作成する財務諸表は、以下のとおりになつています。

(1)人生の里拠点財務諸表 (第 1号の4様式、第 2号の4様式、第 3号の4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3)

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 4)

(4)拠点区分におけるサービス区分の内容

人生の里 拠点区分
イ,法人本部
口 老人デイサービスセンター 人生の里

5.基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位 :円 )

6 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

7 担保に供している資産
担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地 (基本財産)

建物 (基本財産)

34,874,000円

74, 404,494円

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 34,874,000 34,874,000

78,174,665 3,770,171 74,404,494

合計 113,048,665 3,770,171 109,278,494

計 109,278,494円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。
7,380,000円

設備資金借入金

計

8,有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

7,380,000円

(単位 :円 )

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 (基本財産) 251,873,476 177,468,982 74,404,494

建物 12,205,557 7,585,903 4,619,654

構築物 1,207,500 1,207,499 1

車輌運搬具 5,169,105 1,024,781 4,144,324

器具及び備品 44,612,148 40,369,954 4,242,194

有形ツース資産 11,738,780 7,417,243 4,321,537

合計 326,806,566 235,074,362 91,732,204



9,債権額、徴収不能引当金の当期末ア,党高、債権の当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末ア食高は以下のとおりである。

10.満翔保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

11.重要な後発事象
該当なし

12.そ の他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

該当なし

(単位 :円 )

円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

8,905,167 267,155 8,638,012

合計 8,905,167 267,155 8,638,012

時価 評価損益帳簿価額び銘柄

当なし

合計



男町糸氏2

計算書類に対する注記 (富岡町高齢者等サポー トセンターいずみ)

1.重要な会計方針

(1)貯蔵品の評価方法 総平均法によつている。
(2)引当金の計上基準

①退職給与引当金の計上基準 期末退職金要支給額 (約定給付額から被共済職員個人が拠出した掛金累計額を控除した金額)を計
上してい

る。

②徴収不能引当金の計上基準 金銭債権の貸倒に備え、当該徴収不能見込み額を計上している。

(3)減価償却資産の償却方法

①建物、建物附属設備、構築物、車輌運搬具、器具備品 平成19年3月 31日 以前に取得したものについては旧定額法、平成19年
4月 1日 以後

に取得したものについては、定額法によつている。

2.重要な会計方針の変更
該当なし

3.採用する退職給付制度
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 退職共済制度

4 拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において、作成する財務諸表は、以下のとおりになつています。

(1)人生の里拠点財務諸表 (第 1号の4様式、第 2号の4様式、第 3号の4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3)

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 4)

(4)拠点区分におけるサービス区分の内容

富岡町高齢者等サポー トセンターいずみ 拠点区分
イ.老人デイサービスセンター

5.基本財産の増減の内容及び金額
該当なし

6 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

7 担保に供している資産
該当なし

8.有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

該当なし

9,債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

(単位 :円 )

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

事業未収金 0 0 0

合計 0 0 0

10.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満翔保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

(単位 :円 )

11.重要な後発事象
該当なし

12 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

富岡町高齢者等サポー トセンターいずみ (老人デイサービスセンタ
ー)を令和 5年 6月 30日 をもつて閉鎖。

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

当なし

合計



男可紙 2

計算書類に対する注記 (特養花ぶさ苑)

1.重要な会計方針
(1)貯蔵品の評価方法 総平均法によつている。
(2)引 当金の計上基準

①退職給与引当金の計上基準 期末退職金要支給額 (約定給付額から被共済職員個人が拠出した掛金累計額を控除した金額)を計上して
い

る。

②徴収不能引当金の計上基準 金銭債権の貸側に備え、当該徴収不能見込み額を計上している。

(3)減価償却資産の償却方法

①建物、建物附属設備、構築物、車輌運搬具、器具備品 平成19年3月 31日 以前に取得したものについては旧定額法、平成19年 4月 1日 以後

に取得したものについては、定額法によつている。

2 重要な会計方針の変更
該当なし

3.採用する退職給付制度
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 退職共済制度

4 拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において、作成する財務諸表は、以下のとおりになっています。

(1)花ぶさ苑拠点財務諸表 (第 1号の4様式、第 2号の4様式、第 3号の4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3)

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 4)

(4)拠点区分におけるサービス区分の内容
花ぶさ苑 拠点区分
イ 広野町特別養護老人ホーム 花ぶさ苑

5.基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位 :円 )

6.基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

7 担保に供している資産
担保に供されている資産は以下のとおりである。

該当なし
円

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当翔減少額 当期末残高

当なし

合計

計

8 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

9.債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

10.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳縛価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

(単位 :円 )

(単位 :円 )

円

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

器具及び備品 5,529,430 1,322,696 4,206,734

合計 5,529,430 1,322,696 4,206,734

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

事業未収金 19,009,994 569,522 18,440,472

合計 19,009,994 569,522 18,440,472



(単位 :円 )

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

該当なし

合計

11.重要な後発事象
該当なし

12.その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

該当なし



男町紙 2

計算書類に対する注記 (共生サポー トセンターさくらの郷 )

1.重要な会計方針

(1)貯蔵品の評価方法 総平均法によつている。
(2)引当金の計上基準

①退職給与引当金の計上基準 期末退職金要支給額 (約定給付額から被共済職員個人が拠出した掛金累計額を控除した金額)を計上してい

る。

②徴収不能引当金の計上基準 金銭債権の貸例に備え、当該徴収不能見込み額を計上している。

(3)減価償却資産の償去口方法

①建物、建物附属設備、構築物、車輌運搬具、器具備品 平成19年3月 31日 以前に取得したものについては旧定額法、平成19年 4月 1日 以後

に取得したものについては、定額法によつている。

2.重要な会計方針の変更
該当なし

3 採用する退職給付制度
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 退職共済制度

4 拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において、作成する財務諸表は、以下のとおりになっています。

(1)桜の園拠′魚財務諸表 (第 1号の4様式、第 2号の4様式、第 3号の4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3)

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 4)

(4)拠点区分におけるサービス区分の内容

桜の園 拠点区分
イ 富岡町共生型サポー ト拠点施設 桜の園

5 基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位 :円 )

6 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

7.担保に供している資産
担保に供されている資産は以下のとおりである。

該当なし 円

基本財産の種類 前期末残高 当翔増加額 当期減少額 当期末残高

当なし

合計

烹「

8.有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

9.債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

債権額、徴収不能引当金の当期末戎高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

円

(単位 :円 )

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

器具及び備品 3,151,850 1,098,390 2,053,460

ノース資産 38,953,200 15,307,940 23,745,260

合計 42,105,050 16,306,330 25,798,720

債権の当期末残高債権額 徴収不能引当金の当期末残高

778,712 25,177,07625,955,788事業未収金
25,177,076778,71225,955,788合計

10.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

円)



満期保有目的の償券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

11.重要な後発事象
該当なし

12,その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

該当なし

(単位 :円 )

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

該当なし

合計



別紙 2

計算書類に対する注記 (人生の里)

1.重要な会計方針

(1)貯蔵品の評価方法 総平均法によつている。
(2)引当金の計上基準

②退職給与引当金の計上基準 期末退職金要支給額 (約定給付額から被共済職員個人が拠出した掛金累計額を控除した金額)を計上して
い

る。

③徴収不能引当金の計上基準 金銭債権の貸倒に備え、当該徴収不能見込み額を計上している。

(3)減価償却資産の償却方法

①建物、建物附属設備、構築物、車輌運搬具、器具備品 平成19年3月 31日 以前に取得したものについては旧定額法、平成19年 4月
1日 以後

に取得したものについては、定額法によつている。

2 重要な会計方針の変更
該当なし

3 採用する退職給付制度
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 退職共済制度

4.拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において、作成する財務諸表は、以下のとおりになつています。

(1)人生の里拠点財務諸表 (第 1号の4様式、第 2号の4様式、第 3号の4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3)

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 4)

(4)拠点区分におけるサービス区分の内容

人生の里 拠点区分
イ 居宅介護支援事業 人生の里

5 基本財産の増減の内容及び金額
該当なし

6.基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

7.担保に供している資産
該当なし

8.有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位 :円 )

9.債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

憤権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

円)

10.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

11.重要な後発事象
該当なし

12.その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

該当なし

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

506,000 25,426 480,574

合計 506,000 25,426 480,574

債権の当期末残高徴収不能引当金の当期末残高債権額
10,642,469329,14910,971,618事業未収金
10,642,46910,971,618 329,149合計



男叫紙 2

計算書類に対する注記 (富岡町高齢者等サポー トセンターいずみ)

1.重要な会計方針

(1)貯蔵品の評価方法 総平均法によつている。
(2)引当金の計上基準

①退職給与引当金の計上基準 期末退職金要支給額 (約定給付額から被共済職員個人が拠出した掛金累計額を控除した金額)を計上してい

る。

②徴収不能引当金の計上基準 金銭債権の貸倒に備え、当該徴収不能見込み額を計上している。

(3)減価償却資産の償却方法

①建物、建物附属設備、構築物、車輌運搬具、器具備品 平成19年 3月 31日 以前に取得したものについては旧定額法、平成19年 4月 1日 以後

に取得したものについては、定額法によつている。

2 重要な会計方針の変更
該当なし

3 採用する退職給付制度
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 退職共済制度

4.拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において、作成する財務諸表は、以下のとおりになつています。

(1)宮岡町高齢者等サポー トセンターいずみ拠点財務諸表 (第 1号の4様式、第 2号の4様式、第 3号の4様式

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙3)

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙4)

(4)拠点区分におけるサービス区分の内容

富岡町高齢者等サポー トセンターいずみ 拠点区分
イ 地域交流サロン

5 基本財産の増減の内容及び金額
該当なし

6.基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

7.担保に供している資産
該当なし

8 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位 :円 )

9.債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

(単位 :円 )

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

事業未収金 0 0 0

合計 C 0 0

10.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

11.重要な後発事象

12,そ の他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

車輌運搬具 1,010,880 1,010,879 1

器具及び備品 6,724,752 6,724,745 7

合計 7,735,632 7,735,624 8



丹叫労眠2

計算書類に対する注記 (共生サポー トセンターさくらの郷)

1.重要な会計方針

(1)貯蔵品の評価方法 総平均法によつている。
(2)引 当金の計上基準

②退職給与引当金の計上基準 期末退職金要支給額 (約定給付額から被共済職員個人が拠出した掛金累計額を控除した金額)を計上して
い

る。

③徴収不能引当金の計上基準 金銭債権の貸倒に備え、当該徴収不能見込み額を計上している。

(3)減価償去「資産の償去口方法

①建物、建物附属設備、構築物、車輌運搬具、器具備品 平成19年3月 31日 以前に取得したものについては旧定額法、平成19年 4月 1日 以後

に取得したものについては、定額法によつている。

2 重要な会計方針の変更
該当なし

3.採用する退職給付制度
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 退職共済制度

4 拠ィ点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において、作成する財務諸表は、以下のとおりになつています。

(1)桜の園拠点財務諸表 (第 1号の4様式、第 2号の4様式、第 3号の4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3)

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙4)

(4)拠点区分におけるサービス区分の内容

桜の園 拠点区分
イ トータルサポー トセンターとみおか

5 基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位 :円 )

6.基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

7 担保に供している資産
担保に供されている資産は以下のとおりである。

該当なし
円

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

該当なし

合計

計

8 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

9.債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

イ責権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

円

円 )

(単位 :円 )

減価償却累計額 当期末残高取得価額

67,408 606,672674,080構築物
685,188348,6201,028,808器具及び備品
1,886,5001,347,5003,234,000リース資産
3,178,3601,758,5284,936,888合計

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

事業未収金 83,000 2,490 80,510

合計 83,000 2,490 80,510



10。 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

11,重要な後発事象
該当なし

12。 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

該当なし

円)

時価 評価損益―帳簿価額種類及び銘柄

当なし

合計


